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出岡謙太郎・斉藤利朗

北海道立滝川畜産試験場，滝川市 073

A note on the performance of twin lambs weaned at 60 and 90 days of age 

Kentaro DEOKA and Toshiro SAITO 

Takikawa Animal Husbandry Experiment Station of Hokkaido， 
Takikawa-shi 073 

キーワード:サフォーク種，双子羊，早期離乳

Key words : Suffolk， twin lamb， ear1y weaning 

要約

サフォーク種母羊とその双子羊 13組で構成する群

を3群供試し，子羊について平均日齢で 120日齢まで

群飼で飼養した.各群はそれぞ、れ 120日齢， 90日齢お

よび 60日齢で離乳した.

通常行なわれている 120日離乳に対し， 90日および

60日離乳を比較すると，子羊の 120日齢時体重は離乳

を遅くしたほうが大きかった.また，子羊の日増体量

は雌より雄のほうが大きかった.離乳日齢とその後の

日増体量については， 90日離乳では，離乳後(91~120 

日齢)の日増体量に低下は見られないが， 60日離乳で

は，離乳後 (61~90 日齢)に日増体量が低下した.各

群の 120日齢時における雄と雌の平均体重は，主20日

離乳では 50kgと45kg， 90日離乳では 51kgと42

kg， 60日離乳では 46kgと40kgになった.

本結果から， 60日離乳では，離乳後に増体の鈍化が

見られるものの，雄の 120日齢時平均体重は 46kgと

なり，ラムとして出荷できる体重 (43~53 kg)に到達

するので，早期離乳を行ない得る可能性が示唆された.
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北海道のサフォーク種の平均産子数は1.83頭であ

り，出生した子羊総数のうち 68%が双子である(滝川

畜試;1994). 生産現場では，子羊は体重 43~53 kgで

ラムとして出荷されているが，双子は単子に比べ増体

が劣るので，出荷体重に到達するのに生後 6~8 か月

間を要している(日本緬羊協会;1995).北海道の稲

作・畑作地帯の複合経営におけるめん羊生産では，他

の農作業の関係で子羊を飼育する期間を短くし，需要

の多い 5~6 月に出荷したい，また，放牧すると内部
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寄生虫による被害が大きいので，子羊は舎飼いしたい

という意向がある.双子において栄養面で増体の向上

が図られれば，上記よりも短期間で出荷頭数の増加が

可能になるものと考えられる.このような状況を踏ま

え，著者らは，舎飼いで 120日齢離乳を前提とし，双

子羊に乾物で体重の 2%程度の人工乳をクリープ

フィーデイングすると，ほぽ4か月齢で出荷体重に到

達することを示した(出岡・斉藤;1995). 

ところで，子羊の第一胃は 2か月齢までに機能する

ようになり，栄養的な依存は母乳から固形飼料にほぼ

移行するので (HOLCOMBEet al. ; 1995)，米国では，

子羊の出荷時期の早期化や季節外繁殖などを行なう場

合に 42-56日齢での早期離乳が行われている

(NRC ; 1985). しかし，わが国のサフォーク種の飼養

においては，離乳の時期がその後の子羊の増体に及ぽ

す影響について明らかにされていない.そこで， 60お

よび、 90日齢で離乳した双子羊の増体を， 120日齢まで

授乳したものと比較した.

材料および方法

供試飼料の一般成分組成と栄養価を表 1に示した.

乾草は出穂期のチモシーを主体とする一番草であり，

トウモロコシサイレージは品種ip3747Jを用い，黄熟

期に収穫し調製したものである.配合飼料は市販の泌

乳牛用，また人工乳も市販の子牛用のものを使用した.

供試飼料の消化試験はサフォーク種去勢羊(3歳) 4 

頭を用い，予備期 8日間，本期 6日間の全糞採取法に

よって行なった.この際，乾草とトウモロコシサイレー

ジは単独給与で行ない，配合飼料と人工乳はそれぞれ

乾物で 40%を乾草と併給する間接法で行なった.飼料

と糞の一般成分の分析は A.O.A.C.法 (1975)によっ

fこ.

供試羊は，サフォーク種の母羊とその双子羊 39組で
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表 1 供試飼料の一般成分組成と栄養価

水分 粗蛋白質 粗脂肪 NFE 組繊維 粗灰分 DCP TDN 

% 乾物中%

車ち 草 15.7 7.6 3.1 44.5 38.0 6.8 4.2 60.7 
トウモロコシ 73.2 7.8 5.5 57.7 24.1 4.9 4.1 70.7 サイレージ

配合飼料 14.2 20.6 4.9 62.0 5.6 6.9 17.3 77.6 

人 工 乳 13.6 21.8 4.5 62.6 4.2 6.9 18.4 77.1 

[分娩後日数] 。 30 60 90 120日

[母羊]:各群それぞれの離乳日まで共通

乾草1- -----2.0 (*) ( *.) 

配合飼料1------0.8

トウモロコシサイレージ 1------2.5 

[子羊]:各群共通

乾

人

草 ト-0.2 0.3 0.5-------1 一一→

工 乳 ト-0.2一一卜-0.4一一ト-0.6一一ト-0.8 1.0一一---4

図 1 母子羊の飼料給与量(1日1頭当たり原物kg)
(*) 60および90日離乳の母羊はそれぞれ離乳日の 7日前から乾草のみを給与

あり， 13組ずつ 3群に分け 1群ずつ群飼し，子羊は生

時から所定の離乳日まで母羊と同居した後，平均日齢

で 120日齢まで飼養した.母羊の平均年令と平均産次

は各群同じで， 5::t1歳と 3土1産であった.各群の子羊

は，平均日齢でそれぞれ 120日， 90日および60日目に

離乳した.以下，それぞれ 120日離乳群， 90日離乳群

および 60日離乳群とする.群内における子羊の日齢の

ばらつきは， 120日離乳群， 90日離乳群および、 60日離

乳群の順に標準偏差でそれぞれ 1， 2および3日であ

り，また各群における子羊の雄と雌の内訳は，それぞ

れ 15と11，10と16および 11と15頭であった.離乳

に当たっては，子羊をそれまでの飼育場所に残し，母

羊を他所へ移動した (NRC; 1985). 

1群当たりの飼育面積は約 50m2で，このうち 20

m2を子羊柵で仕切り子羊房としたが，90および 60日

離乳群では，離乳日以降は子羊柵を除去した.母羊に

配合飼料を給与するときには，子羊を子羊房に収容し

た.このとき以外は子羊柵の出入り口を開放し，子羊

が母羊から自由に晴乳できるよっにした.母子羊とも，

群内の全頭が一斉に並んで採食できるように飼槽を配

置した.敷き料として低質乾草を使用した.母子羊の

体重は 2週間隔で測定した.

飼料給与量の概要は図 1に示したとおりである.母

羊の 1日1頭当たり平均養分摂取量は， CPが 250g， 

TDN が1. 4~ 1. 5 kgであった.子羊の飼料給与量は

各群同じとし， 90および 60日離乳群は離乳後も 120

日離乳群と同じ量を給与した.母子羊とも，群として

の 1日当たり給与量を 9時と 16時の 2回に分けて与

え，翌朝に残飼を計量し，給与量から差し引いて摂取

量とした.水と固形塩は自由に摂取させた.

本試験では，羊舎施設の制約から，群の反復を設け

ることができなかったため，成績の統計処理は行なわ

ず，その傾向について考察した.

結果および考察

子羊の飼料乾物と養分の摂取量を 1日1頭当たりの

平均値で表 2に示した.乾草と人工乳の摂取量は加齢

にともなって増加し，各日齢時において群間に大きな

違いはなかったが， 61-90および 91-120日齢時にお

いては，それぞれ離乳した群は離乳していない群に比

べて乾草の摂取量がやや高かった.なお，表3の値は

子羊に給与した飼料によるものである.実際には，子

羊は母羊に給与した乾草を摂取することが観察され

た

子羊の体重と日増体量を表3に示した. 日増体量は

雄のほうが大きかった. 60日齢までは，各群とも 0.3

kg以上の良好な日増体量であった.90日離乳群では，

離乳後の 91-120日齢時における日増体量が，離乳前

の61-90日齢時によりも低い値となったが， 120日離

乳群でもこの聞の日増体量は同様の低下を示してお

り， 90日離乳はその後の日増体量に大きな影響を及ぼ

さないと考えられた.しかし， 60日離乳群では，離乳

直後の 61-90日齢時における日増体量は，同時期の離

乳していない群に比べ低い値であった.

120日齢時における雄と雌の平均体重は， 120日離乳

群では 50kgと45kg， 90日離乳群では 51kgと42

kg， 60日離乳群では 46kgと40kgになった.

森山ら (1995) は，離乳によって子羊の養分摂取形
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表 2 子羊の飼料乾物と養分の摂取量(1日1頭当たり)

乾物摂取量

乾草 人工乳

乾物摂取量 養分摂取量

乾草 人工乳 TDN CP 

日齢

21-30 

31-60 

61-90 

91-120 

120日離乳群

90日離乳群

60日離乳群

120日離乳群

90日離乳群

60日離乳群

120日離乳群

90日離乳群

60日離乳群

120日離乳群

90日離乳群

60日離乳群

一一一一一 kg一一一一一

0.10 

0.14 

0.18 

0.43 

0.42 

0.44 

0.11 

0.13 

0.14 

体重当たり %1)

0.81 

1.09 

1.40 

2.16 

2.09 

2.10 

0.55 

0.65 

0.67 
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点線から下は離乳後の値 1)それぞれ 25，45， 75および、 105日齢時体重による

日齢

0 

30 

60 

90 

120 

日齢

0-30 

31-60 

61-90 

91-120 

120日離乳群

合 ♀

表 3 子羊の体重と日増体量

90日離乳群

合 ♀

体重 kg 

60日離乳群

合 ♀

4.5:t0.7 

14.7:t1.4 

26. 4:t2. 6 

39.2:t2.9 

50.2:t3.1 

4.5土0.7

13.9:t1.4 

24.1土2.3

35.0土2.9

44. 6:t2. 9 

5.3士1.1

15.6:t2.0 

28. 9:t3.8 

51.1土5.3 41.5:t4.0 

日増体量 kg 

45.9士4.5

0.34士0.04

0.39士0.05

O. 43:t0. 05 
O. 36:t0. 05 

O. 32:t0. 04 

O. 34:t0 .04 

o .36:t0. 06 
o .32:t0. 04 

4.7:t1.0 

13.6:t1.9 

24.1士3.2

5.2土1.0

14.8士1.6

29. 0:t3. 7 

4.8:t0.9 

14.3士1.8

26. 4:t3. 9 

40.3:t5.0 33.4:t3.6 36.3土4.7 32.4土4.2

39.6士4.6

0.35士0.05 0.30:t0.05 0.32土0.04 0.32土0.04

0.44士0.08 0.34土0.08 0.47土0.08 0.40士0.08

0.38:t0.06 0.32土0.05 0.24:t0.07 0.20士0.05

0.36土0.04 0.27士0.04 0.32士0.04 0.24:t0.02 

点線から下は離乳後の値

態や生存環境に大きな変化が与えるので，特に授乳期

間を短縮した場合には，離乳が子羊に対してストレス

因子として働く可能性のあることを報告している.本

報告では，加齢にともなう子羊の吸乳量の推移を測定

していないので詳細は不明でおあるが， 60日離乳群にお

いて離乳後に飼料摂取量は低下していないにもかかわ

らず日増体量は低下しており， 60日離乳では，離乳が

増体を抑制するストレス因子として作用したものと推

察される.

120日離乳群において， 120日齢時に出荷体重である

43 kg以上に到達した個体数は，雄では 15頭全頭，雌

では 11頭中 8頭であったが，次のような管理上の問題

が見られた.すなわち，子羊柵の出入口の幅は通常 19

cmとされている(河野;1988). 子羊の体重が 30kg 

を越える時期からは， 19cmでは出入りが不自由にな

り， 25cm以上に広げる必要があった.一方，母羊の体

重は分娩後 1日目には 88.4 ::t 9 . 9 kgであったが，分娩

後 90日目には 71.2 ::t 8 . 8 kgに減少して，母羊は痩せ

てきており，子羊柵を通れるような個体も出現し，子

羊の飼料特に人工乳を採食することが観察された.早

期離乳はこのような管理上の問題を解消する方途にも

なると考えられる.

90日離乳群では， 120日齢時に雄は 10頭全頭が，雌

は 16頭中 5頭が出荷体重に到達した. 60日離乳群で

は，出荷体重に到達した個体数は 90日離乳群よりも少

なく，雄は 11頭中 7頭，雌は 15頭中 3頭であった.

特に 60日離乳の場合，離乳後の母羊には乳生産に要す

る養分を給与する必要はなくなるので，その分を子羊

に増給するなど，離乳後の子羊の増体を促進する方法

を検討する必要があろう.
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以上のように，離乳時期を早めると， 120日齢時にラ

ムとして出荷できる頭数は少なくなるものの， 60日離

乳でも 120日齢時の平均体重は雄で46kg，雌で40kg 

になることから，早期離乳の可能性が十分期待できる

ものと考えられた.
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